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               一次元点配置の尤度解析




                〃一I 〃            109。乙＝一Σ］ Σ］ ¢θ（κゴーκ｛）一Iog Z（のθ，M，1／）
                ｛＝15＝ゴ十1
と表わされる．但し，
肌，N，γ）一∫㌧・∫㌦1一喜軌（ん一ル）／・ハ…伽
である．
 この規格化因子Zは一次元空間といえども多重積分であるため，平面上の配置データに対する近似計
算法（Ogata and Tanemura（1984．1985））と類似のモンテカルロ・シミュレーションに基づく方法を
